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◆British Hills in 2004◆ 

英語・英語圏文化専攻  教員 
        北脇 実千代 ◆太平洋を越えた人と文化◆ 

現在、10 代・20 代の人たちを中心としたファッションに、ジーンズは欠かせないアイテムのひとつとなっています。

さまざまなブランドのジーンズがあり、形や色具合などにかなりこだわって買い求めている人も多いようです。今では

広く受け入れられているこのジーンズも、もとはアメリカで作り出され、太平洋を越えて日本に入ってきたものです。 

 ジーンズが誕生したのは、今から 130年以上前の 1870年頃のことでした。アメリカのサンフランシスコで、ある一人

の女性が、仕立て職人ヤコブ・デイビスのもとを訪れ、材木業で働く夫のための丈夫なズボンを注文したのがきっか

けでした。彼女の悩みは、ポケットの縫い目がすぐにほつれてしまうこと。デイビスは、それを受けて、ポケットの両端

にリベットという金具を打ち付ける案を思いついたのです。それが現在のジーンズの原型であり、その新しい型は、す

ぐさま労働者の間で人気を得るようになりました。 

そのように誕生したジーンズの本格的な製造が始まったのは、1873 年のことです。デイビスが、生地の仕入れ先の会社経営者に共同で特許を取

得する話を持ちかけ、会社の工場でジーンズを製造することになったのです。そして、その会社経営者こそが、ドイツからアメリカに移住してきたユダ

ヤ人、リーバイ・ストラウスでした。名前から想像がつくかと思いますが、これが皆さんもご存知のリーバイスの始まりだったのです。 

その後、ジーンズは改良が重ねられていきますが、誕生の経緯からも察せられるように、当時のジーンズは、労働用の服として考えられていました。

また、女性はスカートをはくことが求められていた社会において、ジーンズは当然のごとく男性のための服と考えられたのです。1935 年に女性向けジ

ーンズが登場するものの、社会に浸透していくのはそれからずっと後のことでした。 

 アメリカ生まれのジーンズが、日本に入ってきたのは第二次世界大戦後です。戦争が終わり、日本の人びともジーンズなどのアメリカ製品を頻繁に

目にするようになったのですが、ジーンズが本格的に輸入されたのは、1957 年の衣料品の輸入解禁後でした。そして 1960 年代・70 年代には、当時

のアメリカ映画やヒッピーと呼ばれた若者文化の影響もあり、ファッションの一部としてジーンズが広く受け入れられていきます。そのことは、エドウィン

やボブソンなど日本のブランドが定着してきたことからも分かるでしょう。また、この頃までには、女性のジーンズの着用も目立つようになってきました。

 女性がジーンズをはくことが日常化してきた背景には、女性のパンツ・スタイルが社会に受容されてきたこととも関係しているかもしれません。現在で

は、シマロンやアールジーンなど女性向けのジーンズも数多くあり、カリタスでも、ジーンズをはいていない学生を探すのが難しいほど、ジーンズは浸

透しています。 

 

 

英語・英語圏文化専攻  教員 
 北川宣子、前田隆子 

英語・英語圏文化専攻の 1 年生は、毎年 6 月上旬に福島県の羽鳥湖のそばにある、７

万坪もの広大な敷地を持つブリティッシュ・ヒルズ（以下 B.H.）で異文化体験学習を行って

います。今年は、6月 4日～5日に 1泊 2日の「英語生活」を送ってきました。 

 バスが B.H.のゲートに入ったところから英語漬けの生活の始まりです。到着後、まずマ

ナーハウス（英国荘園領主の館）でオリエンテーションがあり、それから次の５つのグルー

プに分かれて英語の授業を受けました。－①Cooking（スコーン作り）②Aromatherapy

（いろいろなエッセンシャルオイルやハーブの基本的な効用を学びながらのバスソルト作

り）③3-D Card（3 次元の絵のように浮き上がった紙細工のテクニックを学ぶ）④

Calligraphy（美しいアルファベットのハンドライティングの基本技術を学ぶ）⑤Design a 

T-shirt（ろうけつ染の技法で T シャツをデザインする）－学生たちは英語で行われる授業

に真剣に取り組み、それぞれの成果に満足したようです。夜は、テーブルマナーについて

英語で lecture を受けた後、正装して友人や専攻の先生たちと英語でなごやかに会話を

しながら英国式フォーマルディナーをフルコースでいただきました。そして食後は、パブで

ネィティブ・スピーカーの人々とコミュニケーションをはかったり、スヌーカー（英国式ビリヤ

ード）で盛り上がったり、部屋で友人と語り合ったりして過ごしました。 

 翌日は、前日に各授業で学んだことを英語で発表し合いました。Cooking のグループは

スコーンの作り方を、Aromatherapy のグループは精油の効能を説明し、3-D Card、

Calligraphy、Design a T-shirt の各グループはそれぞれの作品を紹介しました。この

presentation では、お互いがどのような授業に参加し、そこで何を得たのかを知るよい機

会となりました。 

 ここで、学生たちの言葉を借りてこの２日間の体験を振り返ってみることにしましょう。 

 ★何を聞くにしても話すにしても英語で行うことが楽しかった。 

 ★自分の英語でも伝わったことがうれしかった。 

 ★B.H.に行って英語の必要性を強く感じて、ますます英語力を身に付けたいと思った。 

 ★コミュニケーションをたくさん取り、積極的に参加した分だけ楽しめた。 

 ★日本では英語だけの生活を送ることはなかなか出来ないので、このような機会は大変勉強になった。とても意欲的に参加できた。  

 ★英国の雰囲気を楽しめていい経験になった。 

 ★英語がさらに身近になった。 

 

 これを機に、学生たちの英語を学ぶ意欲が一層高まり、カリタスで有意義な２年間を過ごすことができるよう期待したいと思います。 

 

 Cool Web Site 英語・英語圏文化専攻  教員 
        前田 隆子 

 

今回紹介するホームページは、「お気軽ペーパーバックの楽しみ」(http://www2m.biglobe.ne.jp/~okigaru/)です。 

アメリカのペーバーバック今週の Top 10 も紹介されています。この夏休み、ペーパーバックをじっくり読んでみてはいかがでしょうか。  

インターネットアドレス：“お気軽ペーパーバックの楽しみ” 
      http://www2m.biglobe.ne.jp/~okigaru/ 

Kaleidoscope 第 14 号はいかがでしたか？ 皆さまのご

意見・ご希望・ご質問など、お気づきの点を

maeda@caritas.ac.jpまでお寄せください。 
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 英語・英語圏文化専攻  教員 
        伊藤 知子 

 

◆英米文学の故郷 第１３回 ニューヨーク◆ 

◆聖書の英語◆ 
“The poor in Spirit”or「こころのまずしい者」 
----心がまずしい者？ むしろ、心の豊な者が幸い？---- 
 聖書は難しい。マタイの５章３節、「心のまずしい人々は幸い」もそのひとつ。「ただ神に頼む人々」（共同訳）、「自分の貧しさを知る人」（フランシスコ

会訳）、英語の“Those who have the spirit of the poor”(Christian Community Bible)や“Humble Men”（The Living Bible Paraphrased）
は「なるほど」とうなずける。旧約時代、「アナウィム」と呼ばれ、虐げられ、苦しみ、柔和でへりくだる者、弱く実際に貧しかった人々（詩篇 14:6；22：25；
35：10など）が背景にある。 
 使徒たちやキリスト自身の行き方が実は、自分の人間的弱さと貧しさを知り、神以外のものに依存しないで生きる生き方であった。アッシジの聖フラ
ンシスコはこれを強く悟った。自らのグループを「より小さい者」（The Minor）と呼び、「会則」の中に「お金を受け取るな、サンダルを履くな、馬に乗る
な」など奇異な項目を入れた。当時裕福で、権力はあるが高慢で、神から離れた者（the Major）の生活形態を避ける意図であった。 
 「心の豊かな人は幸い。天国はその人たちのもの」の方が分かりやすい。が、天国の住人は大変少なくなる。“The poor in Spirit･･･”は、「天国は
あなたのものだヨ」と人の心に呼びかける。この言葉を、良い言葉だと思うようになるとすれば、それは自分自身が、実は「心の貧しい者」ということに気

がつくときではないだろうか。自分勝手な人、自分さえよければ良い人、けちな人、欲張りな人、心が狭い人、誰かから批判されると腹が立ち、十倍の

仕返しをする人がいる。ただ、要はそれに気がつくか、夢中でやっているか。  
 「心の貧しい者」とはこの事実に気がつく者。自分自身が、心が狭く、自分勝手で、ちょっとしたことで文句を言い、腹を立て、本当に小さい愛しか持

ち合わせがない（貧しい）者だと悟る者。心の貧しい人々は幸いであるはずがない。が、イエスがその言葉を言ったのは、心の貧しい人たちを天の国

に迎え入れるため。自ら十字架への道を選んだ理由もそこにある。最近、映画「パッション」が話題になった。あれだけの苦しみで、私たちに代わって

十字架にかかられたイエスがいて、はじめて成り立つ不思議な言葉。その不思議さは自分の心の中で“The poor in Spirit･･･”に気がつくと更に深く
なり、やがて「真理」となる。 

英語・英語圏文化専攻  教員 
Patricia Yasuda 

 ウォルト・ホイットマン（Walt Whitman, 1819-92）は、アメリカの代表的国
民詩人です。彼は 1819 年にニューヨーク州（New York）の東部ロングアイ
ランド（Long Island）のハンティントン（Huntington）に生まれました。州定
史跡として公開されているウォルト・ホイットマンの生家（Walt Whitman 
Birthplace）を訪れたのは 2004年 3月でした。木造２階建ての建物は、大 
工であった父親が建てたものでした。家の中は当時の貧しい農家の簡素な

生活を再現していて、床には敷物もなく板が張られたままになっていました。

ホイットマンが４才の時に一家はニューヨークのブルックリン（Brooklyn）に引
っ越しました。しかしブルックリンに移ってからも彼はよくハンティントンを訪れ 
ましたし、詩の中でも故郷の海や山について語っています。12 才の時に公立学校を退学してからは、印刷工や小学校 

教師として働いたり、新聞や雑誌の編集に携わったりしました。 
 1855年、36才の時に詩集『草の葉』（Leaves of Grass）を自費出版して、詩人として出発します。これは 12編の詩から成り、押韻も韻律もなく、口 

語体で自由に書かれています。『草の葉』はその後８回に渡って改訂され、その度に詩の数が増えていき、

最後の版では 400編になりました。代表作「わたし自身の歌」“Song of Myself”第１節は次のように始まりま
す。  I celebrate myself, and sing myself, （わたしは自分をほめたたえ、わたし自身を歌う。）  
ホイットマンは明るくのびやかな声で自分自身への信頼を歌っています。 
 1862年から 11年間はワシントン D.C.（Washington D.C.）で過ごしましたが、1873年に中風の発作を起
こしてからはニュージャージー州（New Jersey）キャムデン(Camden)に退き、1892年にその地で亡くなりま
した。 
中学生の頃に、「よい詩なので、読んでみて。」と知人から渡されたのが、詩集『草の葉』との出会いでし

た。それから長い年月がたち、ホイットマンについて文章を書くことになったのは、あの時に蒔かれた種が実

を結んだからと言えるかもしれません。 

このコーナーでは、カリタス女子短大の先生方がどのような学生時代を送ったのか、

学生によるインタビュー形式でお届けします。第 14 回目のゲストは、英語・英語圏文

化専攻の杉本弼先生です。インタビュアーは 2 年生の井上アレクサンドラさん, 池

田由紀子さんです。 

◆Student life in USA◆ 

英語・英語圏文化専攻   教員 
          浦野  洋司 

◆先生が学生だった頃◆ 

Q: How and why did you choose Sonoma for your further 
education? 
A: I have several reasons why I chose SSU. First, I wanted to 
explore northern California since I had lived in Los Angeles as 
an exchange student before. The second reason is I wanted to 
study International Business and Wine Marketing. Third, a 
friend of mine went to school here.  
 
Q: Was studying in the US different from studying in Japan? 
A: Yes. I had a lot of group work, presentations and 
discussions. As I was a Business major, many of my classes 
required at least two Powerpoint presentations per semester. 
Many business professors assigned group work. Participation 
points were counted toward the final grade. Unlike in Japan, 
participation doesn't mean that you sit in the class, rather, 
you must share your opinions with other classmates. 
 
Q: What was most enjoyable about studying in an American 
university? 
A: Being an international student is definitely an advantage. 
I felt that I had more opportunities to meet people who have 
different backgrounds since the US. has a wide variety of 
ethnicities. I really enjoyed sharing different thoughts and 
learning about different cultures. 
 
Q: What was most difficult about life in California? 
A: Access to public transportation is very difficult unless you 
live in San Francisco or other metropolitan cities. There is a 
public transportation, but not as good as JR and/or city bus. 
It’s very normal that each house has more than three cars! 
That’s why smog is a very serious environmental problem 
here, especially in Los Angeles. I really miss the wonderful 
public transportation system in Japan.  
 
 

Q:  Do you have any advice to give to students who are thinking of 
studying English in the US, and also for obtaining a degree? 
A: If studying abroad is something you want to do, prepare and 
research well before you come to the US. Use all the resources 
available to you. Ask yourself what you want to study and what 
you want to be when you graduate. The more open-minded you are, 
the easier you can adapt to the new culture.  As far as language 
goes, you will definitely learn faster when you live in an 
English-speaking country. If not, study hard while you are at 
Caritas. The teachers are willing to sit down and talk with you in 
English, and I assure you that they are the best people to learn 
English from. It’s all up to you whether you take advantage of this 
or not. 
 
Q: We understand that you are working now.  What kind of work 
are you doing? 
A:I work for a non-profit organization that is located in Sonoma 
State University campus. My department works closely with 
California Department of Social Services and provides training to 
social workers throughout California. My position is 
Administrative Specialist. I coordinate training, evaluate current 
procedures and policies, and perform some accounting.  
 
Q: What are your plans for the future? 
A: I am currently on a working visa and it will expire in 2007. I 
would love to go back to school to earn MBA (Master’s in Business 
Administration) in Europe. Having studied business in the US, I 
want to compare the aspects of business from the European side. 
As many European countries are now joining EU, I am curious to 
see how their business works within the newly formed economic 
union. I just love exploring new things. 
 
Thank you, Ai for taking time for this interview. 
 

 
ウォルト・ホイットマン 

 

 
ウォルト・ホイットマン生家 

After graduating from Caritas Junior College in March, 2000, Ai Sasaki went on to 
study at the Sonoma State University in California, USA and graduated in May, 2003 
with a BS (Bachelor of Science) degree in International Business Management. 
 

Q: Can you tell us a little about Sonoma State University — its characteristics, surroundings, etc.? 
A: Sonoma State University (SSU) is part of the California State University (CSU) system which has 
more than 25 campuses in California. CSU is the biggest educational institution in California. SSU is 
a relatively small campus with 7600 students that includes approximately 100 international 
students. It’s located one hour north of San Francisco. Most of the classes are small (20-80 students 
per class) and the student/professor ratio is under 20:1. Since the campus is small, professors soon 
start remembering students’ names which I thought was very nice and personal. Our campus is 
surrounded by mountains and vineyards.  
 

 
Ai Sasaki 

今回は、杉本 弼先生にお話を伺いました。杉本先生は今年度よ

り、教職課程である教職入門や教育実習事前事後指導などの授業を

担当されています。 

 

Ｑ：どちらの大学を卒業されましたか？ また学部名もお願いします。 

Ａ：法政大学 文学部、日本文学科です。平安朝物語文学、宇津保

物語、源氏物語を研究しました。実はそのころ作家志望でした。一度

教師になって、いずれ作家になるつもりでした。 

 

 

Ｑ：しかしその後、神奈川県で教師として活躍され、校長先生になられたわ

けですね。 

Ａ：はい。実は、神奈川県の他に東京都の教員採用試験にも合格しました

が、東京には住みたくなかったので、神奈川を選びました。教員をしている

間は、とにかく生徒のために頑張ったという感じです。とても楽しかった。い

ろいろな生徒がいたけれど、彼らがあって今の自分があります。 

 

Ｑ：カリタスの学生をどう思われますか？ 

Ａ：上品な学生が多いと思います。 

 

Ｑ：最後に学生に一言お願いします。 

Ａ：いつも明るく、前向きに生きてください。 

杉本 弼 先生 
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史跡として公開されているウォルト・ホイットマンの生家（Walt Whitman 
Birthplace）を訪れたのは 2004年 3月でした。木造２階建ての建物は、大 
工であった父親が建てたものでした。家の中は当時の貧しい農家の簡素な

生活を再現していて、床には敷物もなく板が張られたままになっていました。

ホイットマンが４才の時に一家はニューヨークのブルックリン（Brooklyn）に引
っ越しました。しかしブルックリンに移ってからも彼はよくハンティントンを訪れ 
ましたし、詩の中でも故郷の海や山について語っています。12 才の時に公立学校を退学してからは、印刷工や小学校 

教師として働いたり、新聞や雑誌の編集に携わったりしました。 
 1855年、36才の時に詩集『草の葉』（Leaves of Grass）を自費出版して、詩人として出発します。これは 12編の詩から成り、押韻も韻律もなく、口 

語体で自由に書かれています。『草の葉』はその後８回に渡って改訂され、その度に詩の数が増えていき、

最後の版では 400編になりました。代表作「わたし自身の歌」“Song of Myself”第１節は次のように始まりま
す。  I celebrate myself, and sing myself, （わたしは自分をほめたたえ、わたし自身を歌う。）  
ホイットマンは明るくのびやかな声で自分自身への信頼を歌っています。 
 1862年から 11年間はワシントン D.C.（Washington D.C.）で過ごしましたが、1873年に中風の発作を起
こしてからはニュージャージー州（New Jersey）キャムデン(Camden)に退き、1892年にその地で亡くなりま
した。 
中学生の頃に、「よい詩なので、読んでみて。」と知人から渡されたのが、詩集『草の葉』との出会いでし

た。それから長い年月がたち、ホイットマンについて文章を書くことになったのは、あの時に蒔かれた種が実

を結んだからと言えるかもしれません。 

このコーナーでは、カリタス女子短大の先生方がどのような学生時代を送ったのか、

学生によるインタビュー形式でお届けします。第 14 回目のゲストは、英語・英語圏文

化専攻の杉本弼先生です。インタビュアーは 2 年生の井上アレクサンドラさん, 池

田由紀子さんです。 

◆Student life in USA◆ 

英語・英語圏文化専攻   教員 
          浦野  洋司 

◆先生が学生だった頃◆ 

Q: How and why did you choose Sonoma for your further 
education? 
A: I have several reasons why I chose SSU. First, I wanted to 
explore northern California since I had lived in Los Angeles as 
an exchange student before. The second reason is I wanted to 
study International Business and Wine Marketing. Third, a 
friend of mine went to school here.  
 
Q: Was studying in the US different from studying in Japan? 
A: Yes. I had a lot of group work, presentations and 
discussions. As I was a Business major, many of my classes 
required at least two Powerpoint presentations per semester. 
Many business professors assigned group work. Participation 
points were counted toward the final grade. Unlike in Japan, 
participation doesn't mean that you sit in the class, rather, 
you must share your opinions with other classmates. 
 
Q: What was most enjoyable about studying in an American 
university? 
A: Being an international student is definitely an advantage. 
I felt that I had more opportunities to meet people who have 
different backgrounds since the US. has a wide variety of 
ethnicities. I really enjoyed sharing different thoughts and 
learning about different cultures. 
 
Q: What was most difficult about life in California? 
A: Access to public transportation is very difficult unless you 
live in San Francisco or other metropolitan cities. There is a 
public transportation, but not as good as JR and/or city bus. 
It’s very normal that each house has more than three cars! 
That’s why smog is a very serious environmental problem 
here, especially in Los Angeles. I really miss the wonderful 
public transportation system in Japan.  
 
 

Q:  Do you have any advice to give to students who are thinking of 
studying English in the US, and also for obtaining a degree? 
A: If studying abroad is something you want to do, prepare and 
research well before you come to the US. Use all the resources 
available to you. Ask yourself what you want to study and what 
you want to be when you graduate. The more open-minded you are, 
the easier you can adapt to the new culture.  As far as language 
goes, you will definitely learn faster when you live in an 
English-speaking country. If not, study hard while you are at 
Caritas. The teachers are willing to sit down and talk with you in 
English, and I assure you that they are the best people to learn 
English from. It’s all up to you whether you take advantage of this 
or not. 
 
Q: We understand that you are working now.  What kind of work 
are you doing? 
A:I work for a non-profit organization that is located in Sonoma 
State University campus. My department works closely with 
California Department of Social Services and provides training to 
social workers throughout California. My position is 
Administrative Specialist. I coordinate training, evaluate current 
procedures and policies, and perform some accounting.  
 
Q: What are your plans for the future? 
A: I am currently on a working visa and it will expire in 2007. I 
would love to go back to school to earn MBA (Master’s in Business 
Administration) in Europe. Having studied business in the US, I 
want to compare the aspects of business from the European side. 
As many European countries are now joining EU, I am curious to 
see how their business works within the newly formed economic 
union. I just love exploring new things. 
 
Thank you, Ai for taking time for this interview. 
 

 
ウォルト・ホイットマン 

 

 
ウォルト・ホイットマン生家 

After graduating from Caritas Junior College in March, 2000, Ai Sasaki went on to 
study at the Sonoma State University in California, USA and graduated in May, 2003 
with a BS (Bachelor of Science) degree in International Business Management. 
 

Q: Can you tell us a little about Sonoma State University — its characteristics, surroundings, etc.? 
A: Sonoma State University (SSU) is part of the California State University (CSU) system which has 
more than 25 campuses in California. CSU is the biggest educational institution in California. SSU is 
a relatively small campus with 7600 students that includes approximately 100 international 
students. It’s located one hour north of San Francisco. Most of the classes are small (20-80 students 
per class) and the student/professor ratio is under 20:1. Since the campus is small, professors soon 
start remembering students’ names which I thought was very nice and personal. Our campus is 
surrounded by mountains and vineyards.  
 

 
Ai Sasaki 

今回は、杉本 弼先生にお話を伺いました。杉本先生は今年度よ

り、教職課程である教職入門や教育実習事前事後指導などの授業を

担当されています。 

 

Ｑ：どちらの大学を卒業されましたか？ また学部名もお願いします。 

Ａ：法政大学 文学部、日本文学科です。平安朝物語文学、宇津保

物語、源氏物語を研究しました。実はそのころ作家志望でした。一度

教師になって、いずれ作家になるつもりでした。 

 

 

Ｑ：しかしその後、神奈川県で教師として活躍され、校長先生になられたわ

けですね。 

Ａ：はい。実は、神奈川県の他に東京都の教員採用試験にも合格しました

が、東京には住みたくなかったので、神奈川を選びました。教員をしている

間は、とにかく生徒のために頑張ったという感じです。とても楽しかった。い

ろいろな生徒がいたけれど、彼らがあって今の自分があります。 

 

Ｑ：カリタスの学生をどう思われますか？ 

Ａ：上品な学生が多いと思います。 

 

Ｑ：最後に学生に一言お願いします。 

Ａ：いつも明るく、前向きに生きてください。 

杉本 弼 先生 
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◆British Hills in 2004◆ 

英語・英語圏文化専攻  教員 
        北脇 実千代 ◆太平洋を越えた人と文化◆ 

現在、10 代・20 代の人たちを中心としたファッションに、ジーンズは欠かせないアイテムのひとつとなっています。

さまざまなブランドのジーンズがあり、形や色具合などにかなりこだわって買い求めている人も多いようです。今では

広く受け入れられているこのジーンズも、もとはアメリカで作り出され、太平洋を越えて日本に入ってきたものです。 

 ジーンズが誕生したのは、今から 130年以上前の 1870年頃のことでした。アメリカのサンフランシスコで、ある一人

の女性が、仕立て職人ヤコブ・デイビスのもとを訪れ、材木業で働く夫のための丈夫なズボンを注文したのがきっか

けでした。彼女の悩みは、ポケットの縫い目がすぐにほつれてしまうこと。デイビスは、それを受けて、ポケットの両端

にリベットという金具を打ち付ける案を思いついたのです。それが現在のジーンズの原型であり、その新しい型は、す

ぐさま労働者の間で人気を得るようになりました。 

そのように誕生したジーンズの本格的な製造が始まったのは、1873 年のことです。デイビスが、生地の仕入れ先の会社経営者に共同で特許を取

得する話を持ちかけ、会社の工場でジーンズを製造することになったのです。そして、その会社経営者こそが、ドイツからアメリカに移住してきたユダ

ヤ人、リーバイ・ストラウスでした。名前から想像がつくかと思いますが、これが皆さんもご存知のリーバイスの始まりだったのです。 

その後、ジーンズは改良が重ねられていきますが、誕生の経緯からも察せられるように、当時のジーンズは、労働用の服として考えられていました。

また、女性はスカートをはくことが求められていた社会において、ジーンズは当然のごとく男性のための服と考えられたのです。1935 年に女性向けジ

ーンズが登場するものの、社会に浸透していくのはそれからずっと後のことでした。 

 アメリカ生まれのジーンズが、日本に入ってきたのは第二次世界大戦後です。戦争が終わり、日本の人びともジーンズなどのアメリカ製品を頻繁に

目にするようになったのですが、ジーンズが本格的に輸入されたのは、1957 年の衣料品の輸入解禁後でした。そして 1960 年代・70 年代には、当時

のアメリカ映画やヒッピーと呼ばれた若者文化の影響もあり、ファッションの一部としてジーンズが広く受け入れられていきます。そのことは、エドウィン

やボブソンなど日本のブランドが定着してきたことからも分かるでしょう。また、この頃までには、女性のジーンズの着用も目立つようになってきました。

 女性がジーンズをはくことが日常化してきた背景には、女性のパンツ・スタイルが社会に受容されてきたこととも関係しているかもしれません。現在で

は、シマロンやアールジーンなど女性向けのジーンズも数多くあり、カリタスでも、ジーンズをはいていない学生を探すのが難しいほど、ジーンズは浸

透しています。 

 

 

英語・英語圏文化専攻  教員 
 北川宣子、前田隆子 

英語・英語圏文化専攻の 1 年生は、毎年 6 月上旬に福島県の羽鳥湖のそばにある、７

万坪もの広大な敷地を持つブリティッシュ・ヒルズ（以下 B.H.）で異文化体験学習を行って

います。今年は、6月 4日～5日に 1泊 2日の「英語生活」を送ってきました。 

 バスが B.H.のゲートに入ったところから英語漬けの生活の始まりです。到着後、まずマ

ナーハウス（英国荘園領主の館）でオリエンテーションがあり、それから次の５つのグルー

プに分かれて英語の授業を受けました。－①Cooking（スコーン作り）②Aromatherapy

（いろいろなエッセンシャルオイルやハーブの基本的な効用を学びながらのバスソルト作

り）③3-D Card（3 次元の絵のように浮き上がった紙細工のテクニックを学ぶ）④

Calligraphy（美しいアルファベットのハンドライティングの基本技術を学ぶ）⑤Design a 

T-shirt（ろうけつ染の技法で T シャツをデザインする）－学生たちは英語で行われる授業

に真剣に取り組み、それぞれの成果に満足したようです。夜は、テーブルマナーについて

英語で lecture を受けた後、正装して友人や専攻の先生たちと英語でなごやかに会話を

しながら英国式フォーマルディナーをフルコースでいただきました。そして食後は、パブで

ネィティブ・スピーカーの人々とコミュニケーションをはかったり、スヌーカー（英国式ビリヤ

ード）で盛り上がったり、部屋で友人と語り合ったりして過ごしました。 

 翌日は、前日に各授業で学んだことを英語で発表し合いました。Cooking のグループは

スコーンの作り方を、Aromatherapy のグループは精油の効能を説明し、3-D Card、

Calligraphy、Design a T-shirt の各グループはそれぞれの作品を紹介しました。この

presentation では、お互いがどのような授業に参加し、そこで何を得たのかを知るよい機

会となりました。 

 ここで、学生たちの言葉を借りてこの２日間の体験を振り返ってみることにしましょう。 

 ★何を聞くにしても話すにしても英語で行うことが楽しかった。 

 ★自分の英語でも伝わったことがうれしかった。 

 ★B.H.に行って英語の必要性を強く感じて、ますます英語力を身に付けたいと思った。 

 ★コミュニケーションをたくさん取り、積極的に参加した分だけ楽しめた。 

 ★日本では英語だけの生活を送ることはなかなか出来ないので、このような機会は大変勉強になった。とても意欲的に参加できた。  

 ★英国の雰囲気を楽しめていい経験になった。 

 ★英語がさらに身近になった。 

 

 これを機に、学生たちの英語を学ぶ意欲が一層高まり、カリタスで有意義な２年間を過ごすことができるよう期待したいと思います。 

 

 Cool Web Site 英語・英語圏文化専攻  教員 
        前田 隆子 

 

今回紹介するホームページは、「お気軽ペーパーバックの楽しみ」(http://www2m.biglobe.ne.jp/~okigaru/)です。 

アメリカのペーバーバック今週の Top 10 も紹介されています。この夏休み、ペーパーバックをじっくり読んでみてはいかがでしょうか。  

インターネットアドレス：“お気軽ペーパーバックの楽しみ” 
      http://www2m.biglobe.ne.jp/~okigaru/ 

Kaleidoscope 第 14 号はいかがでしたか？ 皆さまのご

意見・ご希望・ご質問など、お気づきの点を

maeda@caritas.ac.jpまでお寄せください。 
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